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本研究は，触法障害者の刑事司法制度における心理的負荷と適応プロセスを明らかにし，入口支援の在り方を

検討することを目的とした．A 地域生活定着支援センターの「気持ちととのえ MASSE 会議」に参加した知的障

害のある 30 代女性の語りを SCAT 分析により質的に検討した．留置所では対人関係の形成や職員との両価的関

係により適応が図られた一方，拘置所では社会的孤立と制度理解の困難により心理的負担が増大した．特に専門

用語の理解困難，行動規則の複雑さ，社会的接触の制限が主要な負担要因となった．適応プロセスでは，留置所

での人間的つながりに対し，拘置所では温かい食事などの日常的要素が心理的支えとなった．移行期における情

報提供と制度理解の支援，社会的接触機会の確保，日常生活体験への配慮，初期対応職員への障害理解研修の実

施，医療・福祉専門職の関与が入口支援として重要である．本研究は単一事例による予備的研究として，今後の

包括的研究の基盤を提供する．  

 

Key Words ： 司法，入口支援，質的研究  

 

 

はじめに  

 

わが国の刑法犯の認知件数は，2002（平成 14）年に

285 万 3,739 件を記録して戦後最多を更新した．そして

2003（平成 15）年以降は減少に転じ，2021（令和３）

年には，戦後最少を更新した 1)．直近 2 年間は増加傾向

にあるものの，2000（平成 12）年当初から比較すれば，

著しく低減した水準を維持している．  

2023（令和 5）年に検挙された総数 183,269 人のうち，

精神障害者等（以下，触法障害者）は 1,286 人であり，

これは総数に占める比率としては 0.7％である 1)．触法

障害者による事件は頻度としては高くはないが，殺人や

放火の割合が他の犯罪よりも高い傾向にあることが特

徴である．矯正施設に目を向ければ，2023（令和 5）年

における入所受刑者及び少年院入院者の人員のうち，触

法障害者の割合は，前者は 20.4％，後者は 31.9％であ

る．また，再入所率については，触法障害者は精神障害

のない者と比較して高いことが指摘されており 2)，触法

障害者への対応はわが国にとって喫緊の課題の一つと

なっている．  

触法障害者に対する課題は刑事司法と福祉の狭間に

ある対応として検討され，現在では，「出口支援」と「入

口支援」という二つの支援策が実施されている．前者は

一般に，矯正施設出所者を対象として，矯正施設から出

所した後の福祉的支援を指す．後者は，刑事司法制度の

入口段階，すなわち，起訴猶予や刑の執行猶予等により

矯正施設に入所することなく刑事司法手続を離れる者

に対して，福祉的支援を行うことを指す 3)．  

これらの対象となった触法障害者の多くは，福祉サー

ビスに関する情報不足や複合的な生活課題，社会的孤立
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などの問題を抱えている．そのため，適切な福祉サービ

スへの結びつけが重要である．特に入口支援においては，

対象者をシームレスに地域移行させる取組みが不可欠

である．しかしながら，触法障害者は支援の必要性を自

覚していなかったり，支援を拒否したりする場合があり，

複雑な刑事司法制度と福祉的支援を理解することが困

難な場合が多い．警察から検察，裁判まで長い手続きを

経験する刑事司法制度の中で，彼らがどのような心理的

負担を抱いているのかについては，十分に明らかになっ

ていない．  

入口支援の先行研究では，ソーシャルワーカーと刑事

弁護人との連携に関する研究や高齢加害者・刑事被告人

を対象とした実践報告がある 4)5)．また，検察や保護観

察所からは，独自の新しい取り組みや実践が報告されて

いる 6)7)．これらは触法障害者の地域定着に向けた支援

を具体化した重要な報告である．しかし，触法障害者自

身の主観的経験に焦点を当てた研究は限られている．入

口支援を効果的に行うにあたり，触法障害者の視点から

の研究を実施することが，より適切な福祉的支援を構築

するうえで重要である．  

本研究は，A 地域生活定着支援センター（以下，セン

ター）の協力のもと，センターの事業である「気持ちと

とのえ MASSE 会議」（以下，会議）に参加した触法障

害者 1 名（以下，A 氏）の語りを分析し，本事例を通し

て触法障害者の心理的負担と適応プロセスを明らかに

することを目的とする．本研究は単一事例の質的分析に

基づく予備的研究として位置づける．入口支援において，

触法障害者の心理状況と変化をとらえ，将来的な支援の

在り方を検討する上での示唆を得ることを目指す．  

 

研究方法  

 

2023（令和 5）年の 12 月にセンターで実施された会

議に参加した A 氏の録音データを分析することとした． 

会議は，同年の大阪府福祉基金地域福祉振興助成金

（民間団体提案型）を受け，センターが実施する入口支

援の事業の一つとして開催された．目的は「勾留中の不

安定な心理状態を安定させるためのツール開発」であり，

誰でもわかるリーフレットづくりや気持ちを楽にする

リラクセーションの開発を行う．  

会議では，刑事司法制度を経験した触法障害者を対象

としてインタビューが実施された．実施形態は対面と

Web 会議を併用し，対象者とセンター職員はセンター

内で対面参加，インタビュアーの一部は Web で参加し

た．インタビュアーは，センターの職員 1 名，弁護士 1

名，作業療法士 2 名であり，司法領域に精通した者が務

めた．インタビューの内容は，逮捕から判決までの手続

きの中で困ったこと，気持ちが楽になったこと，どのよ

うな支援が必要であったかについて尋ね，インタビュー

時間はおおよそ 1 時間程度であった．会議の成果として

は，刑事司法制度の流れを簡潔に説明した「刑事手続き

すごろく」とセルフケアツールである「リラクセーショ

ン体操」が開発された 8)．  

本録音データは，本来異なる目的で収集されたもので

あるが，刑事司法制度を経験した触法障害者の貴重な語

りが含まれており，入手機会の限られる重要な資料であ

ると判断し，今後の予備的研究の資料として活用するこ

ととした．  

 

分析方法  

 

本研究では，Steps for Coding and Theorization（以

下，SCAT）を用いる．SCAT とは質的データの分析手

法の一つであり，比較的小規模なデータにも適用可能な

分析方法である．本研究のような小規模なデータでも有

効であるため，SCAT 分析が適切であると考えた．  

SCAT の手順は以下の通りである．①データをマトリ

クス（行列）形式で整理し，そのデータをセグメント（区

分・分類）して表示する．セグメント化されたデータそ

れぞれに対し，②データの中の着目すべき語句，③それ

を言いかえるためのデータ外の語句，④それを説明する

ための語句，⑤そこから浮き上がるテーマ・構成概念の

順にコードを考えて付していく．②～⑤の 4 つのステッ

プのコーディングと，⑤のテーマ・構成概念を紡いでス

トーリーラインを記述し，そこから理論を記述する 9)． 

本研究では，留置所での体験と拘置所での体験の 2 つ

の体験に分類して分析することとした．  

 

倫理的配慮  

 

分析に使用する録音データは，センターから提供を受

けた．対象者には録音データの使用について依頼し，対  
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面にて研究主旨，個人情報の取扱い，資料の保存と学術

的使用について説明し，文書にて同意を得た．なお，本

研究は筆者が所属する倫理審査委員会の承認（承認番

号：2024-011H）を得て実施した．  

 

結果  

 

1．対象者の個人属性  

対象者は知的障害のある 30 代の女性Ａ氏である．罪

名は傷害罪で，本事件が初犯であった．  

 

2．留置所の体験における語り（表 1）  

A 氏は留置所という拘束環境において，限られた空間

と自律性の制約を経験しながらも，環境内の対人的・物

理的な資源を活用して適応を図っていた．「相方がいて

良かった」「仲良くなった」といった表現からは，偶然

に形成された人間関係が環境適応における重要な資源

となっていたことが読み取れる．  

留置所職員との関係においては，「怖かった」「愛情が

あった」「怖さの中に優しさ」といった語りに見られる

ように，緊張感と親密さが共存する両面的な感情体験を

していた．「体育会系のお姉さんたちみたいな」という

表現は，規律性を持ちながらも親しみやすい職員像を示

し，「何でも困ったことあったら質問しなさい」という

環境設定は，情報へのアクセスを保障し不安を軽減する

機能を果たしていた．取調べの刑事についても「いい方

テクスト テクスト中の注目すべき語句 テクスト中の語句の言いかえ
左を説明するような

テクスト外の概念
テーマ・構成概念

「留置所の中では相方がいて良かった．留置所

の職員の人は体育会系女子の集まりの人たちみ

たいな感じで，厳しいけど愛情があった．私も

結構話しかけていた」

相方がいて良かった，体育会系女子

の集まり，厳しいけど愛情があっ

た，結構話しかけていた

社会的支援の存在，親しみやすい職

員，二面性のある感情，積極的コ

ミュニケーション

対人関係資源，親和的権威，両価的

な感情，コミュニケーション主導性

拘束環境における社会的資源の価

値，親しみある職員との関係構築，

能動的コミュニケーション

「職員は怖かったですけど，そこに愛情があっ

たから．怖さの中に優しさとかがあったから．

声が大きい体育会系のお姉さんたちみたいな女

の方でした」

怖かった，愛情があった，怖さの中

に優しさ，声が大きい体育会系のお

姉さん

恐れと安心の共存，威厳と親しみの

両立，職員の人間性

両価的感情体験，恐怖と安心の共

存，親しみのある職員

職員に対する複雑感情，安心感と緊

張感の共存，恐怖を緩和する人間性

の認識

「常に質問にはちゃんと答えてくれる．私はお

箸もちゃんと持つことができないから，別にい

いよって言ってくれて．みんなが食べ終わるま

で食事が終われないんです．私が最後になるこ

ともある．取り残されて急いで食べるけど，

ゆっくり無理せずに食べていいからとって言っ

てくれた」

常に質問にはちゃんと答えてくれ

る，お箸もちゃんと持つことができ

ない，別にいいよ，ゆっくり無理せ

ずに食べていい

情報提供の一貫性，身体的制約の開

示，個別ニーズへの配慮，規則の柔

軟な適用

情報提供の保障，身体的制約の受

容，個別化された対応

情報による不安軽減，身体的脆弱性

の受容環境，個人を尊重するケア

「食べ終わったら全員でごちそうさましてしま

います．だからみんな終えましたって言って，

残飯下げるんです．自分が最後になるっていう

のがわかるじゃないですか．箸が使えないから

お魚とかそういう細かいやつの取るのが苦手な

ので，どうしてもバネ指で苦手で」

全員でごちそうさま，最後になる，

箸が使えない，バネ指で苦手

集団規範への意識，遅れることへの

自己認識，身体的制約の影響，個人

的困難の表明

集団規範と個人差の緊張関係，身体

機能による社会的困難

集団と個人の葛藤，身体的脆弱性に

よる心理的負担，自己と集団の適応

努力

「留置所の職員は何でも困ったことあったら質

問しなさい，何でも聞きなさいというスタイル

でした」

何でも困ったことあったら質問しな

さい，何でも聞きなさい

積極的な情報提供の姿勢，質問の奨

励

開放的なコミュニケーション環境，

情報提供の促進

情報による不安軽減，質問を通じた

主体性の維持

「取り調べの刑事の方もいい方でした．良い担

当の刑事さんだったと思います．よくお話をし

ました」

いい方でした，良い担当の刑事，よ

くお話をしました

刑事への肯定的評価，対話の機会，

コミュニケーションの充実

刑事との良好な関係構築，対話を通

じた関係形成

刑事との肯定的関係構築，対話によ

る安心感

「留置所は牢屋なんで精神的にまいることもあ

ります．だから自殺未遂は一回しました」

留置所なんで牢屋なんで，精神的に

まいる，自殺未遂は一回しました

拘束環境の本質的苦痛，心理的限界

点，自己破壊行動

拘束による精神的圧迫，適応の限界

点，極度の絶望

拘束環境の根本的ストレス，適応の

限界と崩壊，極限状況での自己破壊

衝動

「寝てたら急に夜中の3時に起こされて．今から

移動するから，布団畳んで全部こっち持ってき

てって言われて．端から端まで移動させられ，

自分で布団持って起こされて．で，別の部屋に

なったんですけど，そこに行って，そこで初め

て相方が始めてできました．それで，もう寝よ

うかと寝て，朝起きてから仲良くなったみたい

な」

急に夜中の3時に起こされて，移動

するから，移動させられ，初めて相

方ができました，仲良くなった

予測不能な環境変化，強制的移動，

自律性の制限，予期せぬ社会的出会

い，新たな関係形成

環境予測の不能性，自己決定権の剥

奪，偶発的な他者関係の形成

環境変化による不安と機会の両義

性，制約された状況での他者関係の

獲得

「留置所は一番最初は4畳～2畳ぐらいの部屋で

一人だったんですけど，長方形の部屋だったけ

どきれいだった．狭いけど何もないから，一人

で住むには問題なく過ごせた．2個目に移動した

部屋は6畳ぐらいの広いところに一人でポツンと

で，とにかく居心地は悪くなかった」

4畳～2畳ぐらいの部屋で一人，き

れいだった，問題なく過ごせた，6

畳ぐらいの広いところ，居心地は悪

くなかった

限定的空間への適応，清潔さの肯定

的評価，空間的制約の受容，相対的

広さへの評価，控えめな肯定表現

最小限環境への適応，清潔さによる

快適性確保，空間的余裕による心理

的解放

物理的制約下での環境適応，最低限

の生活の質の確保，環境恩恵による

心理的開放

表1　SCAT分析の結果：留置所の体験における語り



日本司法作業療法研究 No1:1-7,2025                                ISSN:2760-8573       

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テクスト テクスト中の注目すべき語句 テクスト中の語句の言いかえ
左を説明するような

テクスト外の概念
テーマ・構成概念

「拘置所でどんなところかな？すごい不安に

なったんです．怖かったんです．弁護士先生は

全然構えなくていいよって言ってくれてたんで

すけど，私の中ではすごいなんか不安で」

すごい不安，怖かった，弁護士先生

は構えなくていいと言った，私の中

では不安

拘置所への移送前の強い不安と恐怖

感，周囲からの安心させる言葉と本

人の感情の乖離

未知の環境に対する恐怖と他者から

の励ましの効果の限界

未知の環境への恐怖と他者の励まし

が届かない心理状態

「留置所とは全然違った．面会室に来るまでど

れだけ時間かかったと思いますか？いろんなと

こ歩いて，多分通路がわかんないようにするん

ですよね．20分ぐらいかけて面会室に行くんで

すよ」

留置所とは全然違う，通路がわから

ないようにする，20分かけて面会

室に行く

留置所と拘置所の環境の顕著な差

異，意図的な方向感覚の喪失と長い

移動時間

施設構造による被収容者の方向感覚

の意図的混乱と心理的抑圧

施設構造による方向感覚の喪失と心

理的抑圧の戦略

「面会室に行くまでにも前向いて歩くことと

か，下を向いて歩くこととか，曲がるときには

ストップとかルールがあって複雑でした．地下

室の黒いトンネルのようなところを通る．時間

はかかるし，草履で歩く．物音をたてたら注意

される」

前向いて歩く，下を向いて歩く，曲

がるときはストップ，複雑なルー

ル，地下室の黒いトンネル，草履で

歩く，物音をたてたら注意される

細部にまで及ぶ行動管理と抑圧的な

移動環境，身体的自由の制限

極端に管理された身体行動と抑圧的

環境による自己決定権の喪失

極度に管理された身体行動と抑圧的

環境

「生活する中でのルールブックは生活の内容が

全部書いてあって，A４くらいののサイズです」

ルールブック，生活の内容が全部，

A4サイズ
成文化された生活規則の存在 詳細な規則による生活の枠組み化

詳細な規則による生活の全面的管理

体制

「職員を呼ぶのも質問するのも願箋に書くよう

に指示されます．願箋が何かわからない」

職員を呼ぶのも質問するのも願箋，

願箋が何かわからない

意思表示のための複雑な手続きと理

解困難な制度

意思疎通手段の制限と手続きの不透

明性

意思疎通の制限と不明瞭な手続き制

度

「精神障害者の集まるところで，24時間監視が

できるところに最初入れられました．常に監視

されている状態．」

精神障害者の集まるところ，24時

間監視，常に監視されている

精神疾患を疑われる者への定型的処

遇と継続的な監視状態

プライバシーの完全な剥奪と監視に

よる尊厳の喪失

プライバシーの剥奪と継続的監視に

よる尊厳の喪失

「一人部屋だったけど，陰気臭い部屋でした．

部屋の明かりは薄暗いし，光もほとんど入って

こない」

一人部屋，陰気臭い，薄暗い，光が

ほとんど入ってこない
孤立した閉鎖的居住環境と光の欠如

抑圧的な物理的環境による精神的圧

迫

閉鎖的環境による精神的抑圧と感覚

遮断

「廊下はすごい真っ白の床で，光ってるぐらい

綺麗な廊下でした．廊下じゃない壁に向かって

座らないといけないです．それも決まってい

て，少しでも廊下を向いて座ったら注意されま

す．座る位置も決まっています」

真っ白の床で光る廊下，壁に向かっ

て座る，少しでも廊下を向いたら注

意，座る位置も決まっている

座る位置・方向の細部にわたる行動

管理と逸脱への即時対応

身体姿勢の微細な管理による自己決

定権の剥奪
微細な身体管理による自律性の否定

「今自殺願望あるかって聞かれて「はい，あり

ます」と言ったら，自殺する人っていう風に思

われた」

自殺願望あるか，はいあります，自

殺する人と思われた

正直な精神状態の告白が固定的なラ

ベリングと特別処遇につながる

精神状態の自己開示がもたらす否定

的帰結

精神状態の率直な開示がもたらす否

定的ラベリングと処遇

「勝手に運動しても今運動の時間帯じゃないで

しと注意される．ラジオみたいな流れてくる時

間帯の15分だけ運動していい時間があって」

勝手に運動してはいけない，15分

だけ運動していい時間，ラジオみた

いな

身体活動の厳格な時間管理と自発的

行動の禁止

自発的身体活動の禁止と時間による

行動統制

自発的行動の否定と時間による行動

の厳格な統制

「拘置所ではずっと一人部屋でした．カメラの

ところに1ヶ月近くいた．死なないということを

理解されてから違う部屋に移されて，そこから

も一人部屋」

ずっと一人部屋，カメラのところに

1ヶ月，死なないと理解されて違う

部屋，そこからも一人部屋

長期的な隔離状態と監視から隔離へ

の移行

継続的な社会的孤立状態と段階的な

監視緩和
継続的社会的孤立と段階的監視体制

「留置所のご飯は栄養管理がちゃんとして栄養

あるみたいなんですけど，冷たい弁当だったん

です．拘置所のお弁当は食べる時間も決まって

るし，食べるスピードとかもあるから，留置所

みたいにゆっくりできないけど，唯一ご飯が温

かかった」

留置所は冷たい弁当，拘置所は食べ

る時間も決まっている，食べるス

ピードもある，唯一ご飯が温かかっ

た

食事における厳格な時間管理と唯一

の快適要素としての温かい食事

規制された食事環境の中での僅かな

人間的配慮

厳格な食事規制の中での唯一の人間

的配慮

「拘置所でいつどうなるかわかんないじゃない

ですか．刑務所に行く人もいれば，出る人もい

る．精神障害者の部屋に入れられてる人も居

る．だから生きるためのご飯やなって思いまし

た」

いつどうなるかわからない，刑務所

に行く人も出る人もいる，生きるた

めのご飯

将来の不確実性の中での生存のため

の食事の意味づけ

不確実な状況における生への執着と

食事の再意味化

不確実性の中での生存執着と食事の

象徴的意味

「唯一そこだけが支援じゃないけど，生きるご

飯．こんなちゃんとあったかいのが食べれる」

唯一の支援，生きるご飯，あったか

いのが食べれる

温かい食事が唯一の心理的支援とし

ての価値を持つ

厳しい環境下での僅かな快適さが持

つ大きな心理的価値

厳しい環境下での小さな快適要素の

大きな心理的価値

「拘置所にいた中で一番お話してたのって，弁

護士の先生だったのかなっていう感じなんです

けど，多分その弁護士の先生以外では関わる

方っていうのはほとんどいなかった」

一番話していたのは弁護士，弁護士

以外では関わる人はほとんどいな

かった

弁護士との接触が唯一の実質的な社

会的交流

極端な社会的接触の制限下での唯一

の対話機会
極度の社会的隔離と限定的対話機会

表2　SCAT分析の結果：拘置所の体験における語り
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でした」「よくお話をしました」という語りに見られる

ように，コミュニケーションを通じた関係形成がなされ

ていた．  

身体面では，「お箸もちゃんと持つことができない」

「バネ指で苦手」といった身体的制約が，「みんなが食

べ終わるまで食事が終われない」「自分が最後になる」

という集団生活のルールとの間に困難を生じさせてい

た．他方で「ゆっくり無理せずに食べていい」という個

別的な配慮は，身体的な特性に対する環境調整として機

能していた．  

物理的環境に関しては，「4 畳～2 畳ぐらいの部屋」

「きれいだった」「居心地は悪くなかった」という語り

が示すように，限られた環境への適応が試みられていた．

一方で「急に夜中の 3 時に起こされて」「移動させられ」

という予測できない環境変化と選択の余地のなさは，強

い心理的負担となり，「留置所なんで牢屋なんで精神的

にまいる」「自殺未遂は一回しました」という深刻な心

理的困難につながっていた．  

 

3．拘置所の体験における語り（表 2）  

A 氏は拘置所への移送前から「すごい不安」「怖かっ

た」という不安感を強く抱いており，弁護士からの「構

えなくていい」という言葉があっても心理的不安は軽減

されにくい状況であった．A 氏の語りによれば，拘置所

は留置所と比較して「全然違った」環境であり，「通路

がわかんないようにする」「20 分ぐらいかけて面会室に

行く」という構造が特徴的であった．  

移動時には「前向いて歩く」「下を向いて歩く」「曲が

るときにはストップ」という行動規則が設定され，「地

下室の黒いトンネル」「草履で歩く」「物音をたてたら注

意される」といった環境の中で移動が行われていた．日

常生活では「ルールブック」によって生活内容が体系化

され，「職員を呼ぶのも質問するのも願箋」という手続

きを通じた意思表示が求められており，A 氏は「願箋が

何かわからない」と制度理解の困難さを経験していた． 

入所時には「精神障害者の集まるところ」「24 時間監視

ができるところ」に配置され，「常に監視されている状

態」という環境に置かれていた．「ずっと一人部屋」「カ

メラのところに 1 ヶ月近くいた」「死なないということ

を理解されてから違う部屋に移された」という経過をた

どり，社会的接触の制限が継続していた．  

日常生活においては「勝手に運動しても今運動の時間

帯じゃない」「15 分だけ運動していい時間」という時間

的な枠組みが設定されていた．食事に関しては「食べる

時間も決まっている」「食べるスピードとかもある」と

いった規則がある中で，「唯一ご飯が温かかった」こと

が肯定的に語られ，「生きるためのご飯」「あったかいの

が食べれる」という意味づけがなされていた．  

社会的交流については「一番お話してたのって弁護士の

先生」「弁護士以外では関わる方っていうのはほとんど

いなかった」と限定的な対人接触の状況が述べられてい

た．  

 

考察  

 

本研究では，留置所および拘置所における触法障害者

A 氏の主観的経験に基づき SCAT を用いて分析し，刑

事司法制度内での心理的負担と適応プロセスについて

検討した．以下に，心理的負担，適応プロセスと入口支

援への示唆に分けて述べる．  

 

1．触法障害者の心理的負担  

本研究から明らかになったのは，A 氏が刑事司法制度

の中で経験した心理的負担の側面である．A 氏のナラテ

ィブからは，留置所と比較し，特に拘置所において心理

的負担が増大していたと考えられる．  

留置所は捜査段階における一時的な収容施設である

のに対し，拘置所は起訴後の被告人を公判まで収容する

施設である．A 氏が拘置所への移送前に「すごい不安」

「怖かった」と語った強い不安は，処遇の不確実性の増

大に対する反応として理解できる．留置中の捜査段階か

ら，起訴・不起訴や刑の重さ等の法的帰結が未確定な状

況への移行は，A 氏の不安を増大させる転換点であった．

それは，弁護士からの「構えなくていい」という励まし

で軽減されない過度な心理的負担を生み出していたと

考えられる．  

また，環境構造の違いも大きい．留置所の「何でも困

ったことがあったら質問しなさい」という開放的なコミ

ュニケーション環境に対し，拘置所では「通路がわかん

ないようにする」という移動システムや「座る位置も決

まっています」といった行動統制により，A 氏の環境把

握能力と自律性が制限されていた．  

拘置所内での生活においては，A 氏が知ることとなっ

た未決拘禁者等生活の心得（以下，心得）が新たな心理

的負担となった．これは，被告人等が施設の秩序維持と

司法手続きの適正な遂行のために心掛けるべき事項を
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まとめたものであり，生活の心得，書籍等の取扱い，給

貸与品，医療，面会，賞罰等で構成されている 10)．A 氏

は，「願箋」などの専門用語の理解が困難であったと語

った．「職員を呼ぶのも質問するのも願箋」という制度

化されたシステムの中で，心得から必要な情報を抽出し

適切な手続きを理解することは，A 氏にとって認知的負

荷となっていた．心得には全ての漢字にふりがなが付さ

れるという合理的配慮がなされていたものの，約 40 ペ

ージに及ぶ文章中心の資料からルールを理解し実践す

ることは，A 氏にとって相当の心理的負担となっていた

と考えられる．  

 

2．適応プロセス及び入口支援への示唆  

A 氏の適応プロセスには，環境間で顕著な差異が見ら

れた．留置所においては，A 氏は「相方がいて良かった」

「仲良くなった」といった対人関係の形成を通じて環境

の適応を図っていた．留置所職員との関係では「何でも

困ったことがあったら質問しなさい」という開放的な姿

勢と「怖さの中に優しさ」という両価的な関係性を通じ

て，厳しい環境の中にも人間的なつながりを発見してい

た．特に「お箸もちゃんと持つことができない」という

A 氏の身体的制約に対する「ゆっくり無理せずに食べて

いい」という受容的な対応は，個別的配慮として機能し，

A 氏の安心感を支えていた．  

一方，拘置所では対人交流が「弁護士以外では関わる

方はほとんどいなかった」という状況に限定され，社会

的孤立状態が継続していた．そのような環境下で，A 氏

は「生きるためのご飯」「あったかいのが食べれる」と

いう表現に見られるように，温かい食事という日常的要

素に特別な意味を見出していた．これは拘束環境におけ

る基本的な日常行為が心理的安定感を生み出すことを

示しており，非日常的環境において日常性の確保が持つ

重要性を示唆している．  

刑務所や拘置所などの閉鎖的環境に収容された人が

示す心理的・行動的反応を拘禁反応と呼ぶ．一般社会と

は異質な生活環境であって，収容されている人びとにと

って強い心理社会的ストレス因となることが知られて

いる 11)．洪里は，「長期間刑務所に入っている人や，外

部交通の機会が少ない人ほど拘禁症状の発症率が高い」

とし，外部交通の制限と拘禁症状の発症に関係があると

述べている 12)．A 氏においても，「牢屋なんで精神的に

まいることもあります」「自殺未遂は一回しました」の

語りからわかるように，拘束環境が精神症状に与える影

響は大きいと推察される．  

触法障害者の社会復帰と再犯防止を考える上で，刑事

司法制度の入口支援の在り方を検討することは有意義

である．現在の入口支援は主に各種福祉サービス等に橋

渡しするための取組みであり，拘束環境にある者の精神

症状の回復支援を目的とした支援には必ずしも十分に

及んでいない．本事例からは，刑事司法制度への移行初

期における体験が，その後の心理的適応と回復に影響を

与えることが示唆された．ただし，被疑者・被告人とい

う立場にある者への支援においては，刑事司法制度の適

正な遂行や被害者感情への配慮といった側面とのバラ

ンスが不可欠であるため，制度の本来的機能を維持しつ

つ，触法障害者の特性に配慮した心理的支援のあり方を

模索していくことが今後の課題といえる．  

最後に，本研究結果から導き出された，司法手続きの

適正な遂行と両立する入口支援の在り方として以下の

点を提示したい．  

 

① 移行期における情報提供と制度理解の支援  

刑事司法制度の各段階（逮捕，留置所，拘置所，裁判）

の移行時および施設内生活において，司法手続きの適正

な遂行を阻害しない範囲で，わかりやすい情報提供によ

り心理的準備と制度理解を支援する．A 氏の弁護士の励

ましだけでは不安が軽減されなかった点や，拘置所での

「願箋が何かわからない」という状況を踏まえ，手続き

の流れや環境変化，施設内規則に関する障害特性に配慮

した説明を行うことが重要である．会議で開発された

「刑事手続きすごろく」のような視覚的でわかりやすい

情報提供ツールの活用等により 8)，触法障害者の心理的

混乱を防ぐ働きかけはぎ，不必要な違反行為を避ける上

で有効である．  

 

② 社会的接触機会の確保  

「相方」や「職員」との適切な関わりが留置所での適

応を支えていたことから，施設の規律維持を前提とした

上で，厳しい環境下でも基本的な対人交流の機会を確保

することが重要である．  

 

③ 日常生活体験への配慮  

A 氏が「生きるためのご飯」「あったかいのが食べれ

る」と語ったように，拘置所での温かい食事が心理的支

えとなっていた点は注目に値する．現行の留置所や拘置

所においても，基本的な衣食住の提供や健康管理は実施
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されているが，A 氏の語りからは，こうした日常生活の

要素が拘禁反応を予防し，心理的な安定と適応に寄与す

ることが示唆された．  

 

④ 初期対応職員への障害理解研修の実施  

留置所の警察官や拘置所の刑務官など，触法障害者と

最初に接する職員に対して，障害特性の理解や適切な対

応に関する研修・勉強会を実施することが重要である．

司法と福祉の連携において，現場職員の障害理解を深め

ることは，制度的な橋渡し以上に日常的な支援の質を高

める上で重要な要素となる．  

 

⑤ 医療・福祉専門職の関与  

将来的には，留置所や拘置所のような拘束環境におい

て，作業療法士や理学療法士，公認心理師，精神保健福

祉士等の専門職が連携して関わる体制の構築が考えら

れる．A 氏の身体的・心理的特性に配慮した支援の必要

性を踏まえると，司法と医療・福祉の多職種連携による

支援体制は，規律維持と精神的ケアを両立させる可能性

を持つ．特に，A 氏が経験した深刻な心理的負担に対応

するため，会議で開発された「リラクセーション体操」

のようなセルフケアツールを専門職が活用することで

8)，拘禁反応の予防と軽減に寄与することが期待される． 

 

今後の課題  

 

本研究では，留置所および拘置所における触法障害者

A 氏の体験を SCAT 分析によって検討した．その結果，

触法障害者が刑事司法制度の中で経験する心理的負担

の実態と適応プロセスの一端が明らかになった．A 氏の

体験から得られた知見は，触法障害者に対する入口支援

の在り方に新たな視点を見出すものである．  

ただし，本研究は単一事例に基づく質的研究であるた

め，知見の一般化には限界がある．今後は複数の触法障

害者の経験を比較検討することで，より包括的な理解を

深める必要がある．  
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